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機器使用に関する注意と警告

（１）本ユニットは産業用途として製造していますので、ご使用には電気一般の知識

を必要とします。一般家庭にてご使用になる電気機器には使用できません。

（２）接続の間違い、または操作の誤りによって、万一、対象となる相手方装置、

または本ユニットのいずれかが故障しても、本装置は一切の責任を負いませ

ん。

（３）本ユニットを接続することにより、対象機器の電気的な回路状態が変化する

場合は、直ちに使用を中止してください。

（４）本ユニットから、対象機器となる装置に異常電圧等がかかり、相手方装置が

故障した場合においても、本装置は、相手方装置に関する一切の責任を負い

ません。



- 1 -

目 次

１． 機能 ２

２． 仕様 ３

３． 接続および設定方法 ５

４． ＬＥＤ表示および伝送エラー時の動作 ６

５． コネクタピン配置と入出力信号仕様 ７

ＲＭ５５００Ｃ 製品内容 １０



- 2 -

１． 機 能

リモートＩＯ RM5500Ｃ は、デジタル信号のマルチチャンネル伝送ユニットです。
24bitのTTLデジタル信号を、一般的なLANケーブル（カテゴリー５以上）を用いて、最大

1５0mまで伝送することができます。2台のリモートＩＯ RM5500Cを使用した、デジタル

信号伝送用途のスレーブモードと、インターフェイスBOX RM55HBと組合せて、パソコン

と接続する、マスタースレーブモードの２種類の使用方法があります。

特徴

（１）入力と出力それぞれ24bitの合計48bit入出力を双方向同時に実行します。

（２）24bitのうち4bitは390KHzサンプリング、残り20bitも７８KHzサンプリングの

高速データ伝送。スレーブモードでは、最大タイムジッタをこのサイクルにて保証し

ています。

（３）LANケーブルと電源を接続するだけで簡単に動作します。
（４）スレーブモードでは、絶縁アダプタ基板内蔵の RM5500D-ISO と組合せて、伝送路

の一方をオープンコレクタ入出力とすることもできます。

パソコン

マスタースレーブモード USBポート

USBケーブル 最大５ｍ

リモートI/O

RM55HB インターフェイスBOX

LANケーブル ケーブル長

最大

ポート１ ポート４ １５０ｍ

ポート２ ポート３

RM5500C

IOユニット

DI 24点 DO 24点

【図１．１】 リモートＩＯ ＲＭ５５００Ｃ マスタースレーブモード概要
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スレーブモード TTLレベル

入出力機器に TTL24bit TTL24bit
接続 デジタル デジタル

入力 出力

本製品１台分の構成

+5V LANケーブル

電源 ＲＭ５５００Ｃ ＲＭ５５００Ｃ

入力 CAT5以上

最大150m

5V電源入力

TTL24bit TTL24bit TTLレベル 伝送路と基板コモンはパルストラン

デジタル デジタル 入出力機器に スにより絶縁。1000PF容量結合

出力 入力 接続 あり。ノイズ防止の絶縁であり

常時電位差のある場所には使用不可

ＲＭ５５００Ｄ－ＩＳＯ（絶縁仕様のオープンコレクタ入出力）

または、ＲＭ５５００Ａ（基板単体製品）と組合せて使用することも可能です。

【図１．２】 リモートＩＯ ＲＭ５５００Ｃ スレーブモード概要

２． 仕 様

１ ユニット間の接続 ＲＪ４５コネクタ 一般的なＬＡＮケーブルが使用でき

ます。カテゴリー５以上のケーブルを使用してください

２ 接続距離 ０～１５０ｍ

３ デジタル入出力信号 入力 24bit TTLレベル 入力電流 １０μＡ以下

出力 24bit TTLレベル 最大負荷電流 1．５ｍＡ

短絡電流 １２ｍＡ

bit No. 伝送サンプリング周期 最大タイムジッタ

3～0 390KHz ３μs

23～4 78KHz 13μs

４ 電源 ＋５Ｖ ８０ｍＡ （注）デジタル出力無負荷時の電流値

ＡＣアダプタ（標準添付品）より供給

５ 寸法、重量 100(幅)×65(奥行)×35(高)mm １４０ｇ（１台分）

およびケース材質 コネクタなどの突起物を除く ケース材質 ABS樹脂

６ 動作周囲温度 ０～５０℃
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ＣＮ１ デジタル入出力コネクタ

ＣＮ２ ＲＪ４５コネクタ

ＣＮ３ ＤＣ電源コネクタ（標準添付のＡＣアダプタを接続）

【図２．１】 ＲＭ５５００Ｃ外形図

ケース固定方法

製品型式表示面を下側にして、ケース裏面をみた状態が下の写真です。コーナー４箇所に六

角スペーサ（めねじ）を配置していますので、このねじ穴を利用してケースを取り付けます。

８３．８ｍｍ

(±0.3mm)

○ ○

４４．５ｍｍ

(±0.3mm)

○ ○

３ｍｍネジ４箇所 最大深さ３ｍｍ

RM5500Ｃ ケース裏面

【図２．２】 取付穴寸法図
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３．接続および設定方法

本項の①②では、スレーブモードの接続および設定方法を説明しています。マスタースレ

ーブモードの接続は、リモートIOインターフェイスBOX ＲＭ５５ＨＢの説明書をご覧くだ

さい。

デジタル入出力の接続については、コネクタピン配置と入出力信号仕様をご覧ください。

① スレーブモードの接続

２台のＲＭ５５００Ｃユニットを、カテゴリ５ケーブル（ＣＡＴ５以上のケーブル）

にて接続します。

一般のネットワークケーブルのストレート接続またはクロス接続のものを使用します。

ストレートケーブル、クロスケーブルのいずれも使用できますが、それぞれ基板上の

DIPスイッチ（Ｓ１）の設定が異なります。

CN2 CN2

ＣＡＴ５ケーブル

RM5500C RM5500C

最大１５０ｍ

RJ45ｺﾈｸﾀ RJ45ｺﾈｸﾀ

② スレーブモードの設定

各ユニットのDIPスイッチを設定します。
ケースのＣＮ２（RJ-45）コネクタ側の下方にある２カ所の溝に、マイナスドライバ

の先をあてて、ひねるようにすると、ケースの裏ぶたが開きます。

DIPスイッチ Ｓ１ （１）

ストレートケーブル（通常はこちら）を使用した場合は、片側のユニットをＯＮ

とし、もう一方のユニットをＯＦＦとします。どちらをONとしてもかまいません。

クロスケーブルを使用した場合は、２ユニットともＯＦＦとします。

２台のユニットを同時にご購入いただいた場合、出荷時には、いずれか一方のユ

ニットのスイッチがＯＮとなっていますので、ストレートケーブルを使用される

場合は、そのままご使用ください。

DIPスイッチ Ｓ１ （２）

通常はＯＦＦにて使用します。出荷時はＯＦＦとなっています。

このスイッチをＯＮとすると、倍速モードとなり、サンプリング周波数が２倍に

なります。倍速モードとする場合は、２台ともＯＮとします。
倍速モードでは、最大ケーブル長は７０ｍとなります。

Ｓ１

(1)

(2)

ON
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③ 標準添付のＡＣアダプタを接続します。

スレーブモードおよびマスタースレーブモード共通

ACアダプタ（5V 1A 安定化電源 センタープラス）

ケーブル長１．５ｍ

型式 ＧＰ０５－ＵＳ０５１０

注）型式は同等品にて変更となることがあります。

別電源を使用される場合は、別売のＬ型ＤＣプラグを

ご購入ください。 型式 ＭＰ－１３６Ｌ

ＣＮ２

伝送ケーブル

ＣＮ３ CAT5(以上)

ACアダプタ

を接続 伝送ケーブルは

（+5V1A） 別途手配ください。

ＣＮ１ デジタル入出力コネクタ付ケーブル

（３０ｃｍ片側解放端）標準添付

【図３．１】 ＲＭ５５００Ｃ接続

４．LED表示および伝送エラー時の動作

ＲＪ４５コネクタ（ＣＮ２）の端面に、緑色と黄色のLEDランプがあります。

この2個のランプは、データ伝送動作状況を表示しています。

状態 緑色 黄色

正常にデータ伝送が行われているとき 連続点灯 標準モード時
消灯

高速モード時

伝送エラーがまれに発生しているとき 点滅 点灯

電源が供給されていないとき 消灯 消灯

伝送ケーブルが接続されていないとき 消灯 点滅

または伝送状況が極端に悪いとき

伝送エラー時の動作

ＲＭ５５００Ｃは受信データのエラーチェックを行っています。受信したデータに異常が

あると、デジタル出力を直前の状態に保持します。さらに異常状態が続くと、数ｍｓ後に、

すべての出力をＬｏｗ（０）とします。
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５． コネクタピン配置と入出力信号仕様

ＣＮ１ デジタル入出力コネクタ （５０Ｐフラットケーブル用）

ユニット側 型式 オムロン ＸＧ４Ｅ５０３２

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

（注）ケーブル側コネクタは、３０ｃｍケーブル付きにて標準添付となっています。

添付ケーブルの機器側は、解放端（コネクタなし）となっています。

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ デジタル入力 ｂｉｔ０(LSB) ２ デジタル入力 ｂｉｔ１

３ デジタル入力 ｂｉｔ２ ４ デジタル入力 ｂｉｔ３

５ デジタル入力 ｂｉｔ４ ６ デジタル入力 ｂｉｔ５

７ デジタル入力 ｂｉｔ６ ８ デジタル入力 ｂｉｔ７

９ デジタル入力 ｂｉｔ８ １０ デジタル入力 ｂｉｔ９

１１ デジタル入力 ｂｉｔ１０ １２ デジタル入力 ｂｉｔ１１

１３ デジタル入力 ｂｉｔ１２ １４ デジタル入力 ｂｉｔ１３

１５ デジタル入力 ｂｉｔ１４ １６ デジタル入力 ｂｉｔ１５

１７ デジタル入力 ｂｉｔ１６ １８ デジタル入力 ｂｉｔ１７

１９ デジタル入力 ｂｉｔ１８ ２０ デジタル入力 ｂｉｔ１９

２１ デジタル入力 ｂｉｔ２０ ２２ デジタル入力 ｂｉｔ２１
２３ デジタル入力 ｂｉｔ２２ ２４ デジタル入力 ｂｉｔ２３(MSB)

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ デジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) ２８ デジタル出力 ｂｉｔ１

２９ デジタル出力 ｂｉｔ２ ３０ デジタル出力 ｂｉｔ３

３１ デジタル出力 ｂｉｔ４ ３２ デジタル出力 ｂｉｔ５

３３ デジタル出力 ｂｉｔ６ ３４ デジタル出力 ｂｉｔ７

３５ デジタル出力 ｂｉｔ８ ３６ デジタル出力 ｂｉｔ９

３７ デジタル出力 ｂｉｔ１０ ３８ デジタル出力 ｂｉｔ１１

３９ デジタル出力 ｂｉｔ１２ ４０ デジタル出力 ｂｉｔ１３

４１ デジタル出力 ｂｉｔ１４ ４２ デジタル出力 ｂｉｔ１５

４３ デジタル出力 ｂｉｔ１６ ４４ デジタル出力 ｂｉｔ１７

４５ デジタル出力 ｂｉｔ１８ ４６ デジタル出力 ｂｉｔ１９

４７ デジタル出力 ｂｉｔ２０ ４８ デジタル出力 ｂｉｔ２１
４９ デジタル出力 ｂｉｔ２２ ５０ デジタル出力 ｂｉｔ２３(MSB)

スレーブモードの場合

デジタル入力は、相手方ユニットのデジタル出力同番号対応bitに出力されます。

デジタル出力には、相手方ユニットのデジタル入力同番号対応bitを出力します。

入力および出力 ｂｉｔ３～０ 高速bit（390KHzサンプリング）

ｂｉｔ２３～４ 低速bit（78KHzサンプリング）
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デジタル入力回路

デジタル 内部回路

入力

抵抗470Ω

入力電圧範囲０～＋５Ｖ C-MOSﾊﾞｯﾌｧ

入力リーク電流10μA以下

しきい値 ＴＴＬレベル High Level 最小値 1.7V

Low Level 最大値 0.9V

（注意）入力解放状態では、High/Lowのいずれになるかは不定です。

このため、入力解放状態では相手方ユニットのデジタル出力は不定です。

入力の動作試験を行うときは、

入力０とするためには、０～１０ＫΩのシリーズ抵抗にて、

０Ｖに接続してください。
入力１とするためには、０～１０ＫΩのシリーズ抵抗にて、

＋２Ｖ～＋５Ｖの電源に接続してください。

（警告）入力電圧範囲を超える電圧または負電圧を入力すると、

ボードに使用してあるプログラムロジックデバイスが壊れます。

該当する入力回路部分だけでなく、デバイス全体の機能が壊れます。

デジタル出力回路

内部回路 デジタル

出力

抵抗470Ω

C-MOSﾊﾞｯﾌｧ 出力電圧範囲０～＋３．３Ｖ
ＴＴＬ負荷時

最大負荷電流1．5mA

フォトカプラ接続時

最大電流 5mA

（注意）出力電圧のＨｉｇｈレベルは、

最小値で＋２．４Ｖ 最大値で＋３．３Ｖとなっています。

ＣＮ２ ＲＪ４５コネクタ

ＣＮ３ ＤＣ電源コネクタ（標準添付のＡＣアダプタを接続）

標準添付の専用ＡＣアダプタを接続します。
仕様 適合プラグ径 外形５．５ｍｍ 内径２．１ｍｍ センタープラス

＋５Ｖ（４．８～５．２Ｖ）安定化電源 １Ａ

別電源を使用される場合は、別売のＬ型ＤＣプラグをご購入ください。

Ｌ型ＤＣプラグ 型式 ＭＰ－１３６Ｌ
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リモートＩＯ基板 ＲＭ５５００Ｃ 製品内容

製品の名称 リモートＩＯユニット ＲＭ５５００Ｃ

本製品はユニット１台の構成となっています。

標準構成 リモートＩＯユニット 製品型式 ＲＭ５５００Ｃ １台

デジタル入出力接続用ケーブル ３０ｃｍ １本

（機器接続側はコネクタなしの解放端となっています）

ＡＣアダプタ（＋５Ｖ １Ａ） 1個

取扱説明書 １部

製造販売 ダックス技研株式会社
〒709-1203 岡山県岡山市南区灘崎町西紅陽台1-58-650

TEL 08636-2-0366 FAX 08636-2-0395

ホームページ http://www.dacs-giken.co.jp


